
 

 

 

 

 

 

  

ごあいさつ 

 

 

 

 

集合型イベント「東京メトロ深川車両工場施設見学会」を実施しました！ 

  

  

  

 

 

  

 

皆さまこんにちは！早いもので、２０２４年も残りわずかとなりました。だんだんと秋も深まり肌寒い日も増えてきましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、「ともにつくるゆめ基金」では、２０２４年度の上半期に、東京メトロ深川車両工場を訪問し、職場体験をする「施設見学会」の開催や「ともにつくるゆめ基

金レポート」の発行等、様々な活動を行ってきました。 

下半期は次年度の活動に向けて、ご登録者の皆さまに支援制度に関するアンケートを実施することとなりました。詳しくは、本紙裏面をご確認いただき、ご協

力をお願いいたします。お子さまにとってより良い支援制度を展開していくために、皆さまのご意見をぜひお聞かせください！ 

２０２4年８月 2日（金）に、集合型イベントとして、「東京メトロ深川車両工場施設見学会」を開催しました。ゆめ基金の集合型イベントは昨年度につづき、2回目

の開催となります。本イベントは、「子ども・若者支援プラットフォーム（ＨＯＰＥ）」（連合東京関係団体）との共同開催として、東京地下鉄労働組合様のご協力のもと、

深川車両工場（東京都江東区）にて実施し、ゆめ基金からは、支援登録いただいている 4名のお子さまにご参加いただきました。 

当日は、実際に車両検査をしている様子や車両部品を見学し、さらに、普段なかなか見ることができない迫力満点の車両台入れ作業の様子も、説明を聞きなが

ら間近で見学することができました。 

また、実際にはたらく方々との交流を通じて、子どもたちが「将来のゆめ・はたらくこと」をイメージする良いきっかけづくりの場とすることができました。 

様々な職種の社員さんから、それぞれのお仕

事内容をご紹介いただきました。東京メトロに

関するクイズタイムでは、お子さまたちも積極 

的に参加してくれ、大盛り上がりでした☺ 



 

一般社団法人ともにつくるゆめ基金事務局 

東京都港区芝浦 3-2-22 

T E L：03-6809-3130 （平日 10時～17時） 

MAIL：info@tomoni-yume.org 

W E B：https://www.tomoni-yume.org  

 

 

２０２４年度上半期（４月～９月）活動紹介   

 
   

 

  
 
 

  
 
 
 
 

 
支援登録期間満了者の方からのお声 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

支援申請者数（お子さま） ６１７名 

ゆめ育成支援金 
件数 １２１件 

金額 １，５０６，６２１円 

ゆめ応援支援金 
件数 １３５件 

金額 １６，１６３，４４７円 

★「２０２３年度ともにつくるゆめ基金レポート」の発行 

２０２４年８月に、昨年一年間の活動を取りまとめた「ともにつくるゆめ基金レポート」を発行しました。この間の支援事例や、アンケート・お手紙

等で支援登録者の皆さまからお寄せいただいた声なども掲載しています。基金の HPからも閲覧いただけますので、まだご覧になっていない方

はぜひご一読ください。 

 

【編集後記】 長くて暑～い今年の夏もようやく終わり、秋深まる今日この頃。筆者の娘（５歳）は運動会に向け

て、毎日練習に励んでいます。そんな娘の姿を見ると、筆者自身、「何か目標を決めて努力する」ことが、日々の

忙しさに紛れてなかなかできていないことに気づかされます。「ともにつくるゆめ基金」にご登録のお子さんた

ちは、日々、部活や勉強など「やりたいこと」や「目標」に向けて、頑張ることを積み重ねているのだと思います。

その先に浮かび上がってくる「将来のゆめ」。ぜひそれを皆さんが見つけ、努力し、叶えていかれることを願って

います！（Ｓ．Ｎ） 

 

 

★★★「ともにつくるゆめ基金」支援制度に関するアンケート ご協力のお願い★★★ 

「ともにつくるゆめ基金」では、支援制度を今後一層充実したものにしていくため、ご登録者（保護者）の皆さまにアンケートを実施させて 

いただきます。本紙に同封のアンケート用紙をご返送いただくか、右記からご回答ください。今後の活動に向けて、ぜひご協力ください！ 

 

  

 

 

 

この間、基金の支援を受けられ、支援登録期間満了となった

お子さまに、支援金活用後の近況を教えていただきました。 

ご自身のゆめの実現に向けてひたむきに頑張るお姿がとて

も素敵だと思いましたので、ご紹介させていただきます。 

現在は別の仕事もあるためお手伝い程度ではありますが、ゆめだったヘアメイクのお仕事にも

時々携わっています！支援金はスクール受講費用に活用し、現在も技術向上のためにウィッグ

を購入し練習しています。支援金がなければスクールに通うことはできませんでした。この制

度のおかげで新しいことにチャレンジできたと思います。ありがとうございました。 

 支援登録時年齢：2３歳・女性 

★各種支援金の受付状況 

 支援申請者数、各種支援金の受付状況について、2024年 9月３０日時点での累計

について、右の表のとおりです。 

支援金申請がこれからの方は、「自分のゆめ」「やりたいこと」「興味があること」が見つ

かったら、あるいはこれから見つけていくために、ぜひ支援金をご利用ください。 

 

 

（２０２４年９月３０日時点累計） 

tel:03-6809-3130
mailto:info@tomoni-yume.org
https://www.tomoni-yume.org/

